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ゆらぐ南紀の玉手箱～サラシ首ゲテモノ化石黒潮古陸のことなど～

甲藤次郎(元所員現高知大学)

はじめに

串本の橋杭岩や枯木灘海岸で有名な南紀はまた地質

の名所である.

いわゆる“サラシ首層"で近年注目されるように狂っ

てきた本地域の牟婁層群についてはもとよりのことであ

るがさらに本地域から紀伊半島東部にかけて広く分布

する熊野層灘は地質的に重要枚存在である.また本

地域の地質と結びつくかどうか明らかでないがはるか

南方洋上には現代の若手研究者達の画く幻の大陸"黒潮

古陸"がある.その最大の論拠は本地域(田並～和

深間の海岸地域)にも多いオｰソコｰツァイト(正珪岩)

礫及びソｰルマｰク(底痕)に基づいているようである.

彼らの研究や近年の図幅調査などによって桂がば定

説化されようとしてきた本地域の地質についてこの拙

文が一石を投じることになりかねないカミその波紋の行

方はともかくとして筆者自身にとっては今後整理し

積重ねてゆかねばならぬ問題点を考える時まさにひっ

くりかえしたオモチャ箱ならぬ玉手箱のもつ仕事の重み

が痛切に感じられるのである.このようた想いを托し

て表題とした.

さて筆者が本地域を訪れるようになったのは1昨年

来のことであり端緒は串本在住の左向幸雄氏からい

わゆるゲテモノ化石の鑑定を求められたことに始る.

筆者自身にすればこれらの産状を明らかにすると共

に牟婁層灘相当層の四国の室戸半島層群の上限を明ら

かにすることに1つの目的があった.

その後宮城教育大学の増田孝一郎博士や前述の左向

氏の協力を得て“いわゆる牟婁層群上部層についての

新知見"と題する共著論文を昨年9月未締切りの高知

大学学術研究報告(第24巻第15号)に投稿することが

できた.また同論文の要旨については既に同年12月

8目から10目にわたるCPNS(太平洋地域新第三系委

員会)準備会の席上で増田が代表してこれを公表する

機会を得た.

本文では同論文内容を中心として本地域に関する地

質トピックを解説的に述べることにする.なお本文中

の貝化石の鑑定は特に但し書きのない場合は全て増田

博士によるものであり同氏による化石の記載はいず

れ専門誌を飾ることになろう.

I.いわゆる“サラシ首層"について

“サラシ首層"といわれる地層は風光明美な南紀の枯

木灘県立公園の1部をしめ紀伊半島先端部近くの串本

町田子ノ浦から同赤瀬にかけて分布しており一般には

無層理で不規則に大小の角礫を含む泥岩層のことである.

フィルドネ』ムとして誕生したこれらの岩相名は

広義には田並～安指間の牟婁層灘のスランプ構造起源の

ものに対しても使われているようであるが前述の田子

写真1閏子ノ浦のいわゆる“サラシ首層"と断層Fを境にして手前は

牟婁層群

写真2田子ノ浦より富山トンネル方面にかけての“サラシ首層"�
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一1.原田･徳岡･松本(1963)による断面図
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第1図岡並～和深間(約6,5㎞)の海岸沿い地質断面に対する従来の三解釈

ノ浦～赤瀬間ではなかぱある層準を示す地層名として

も使用されている.

難解な紀州四万十帯の地質解明に精力的な研究を進

めている紀州四万十帯団体研究グル]プ(別所孝範･原岡

哲郎･岩脇文夫･冨賀肇･吉松敏隆･吉村郁夫･大同ヨ裕巳･中

沢圭二･清水大吉郎･徳岡隆夫･鈴木博之･安松貞夫･上島和美

･立石雅昭)によるといわゆる“サラシ首層"は牟婁

層群上部層(漸新世～中新世)に属する地層であって

四万十地向斜最末期を物語る堆積物(wi1df1ysch)であ

ると考えられている.

さて“サラシ首層"を含む周辺地域の地質について

近年の研究史から簡単に説明しておこう.

特に重要な論文としては原因･徳岡･松本(1963)

･水野･今井(1964)および紀州四万十帯団体研究グル

ｰプ(1969)による研究がある.これらの論文で発表

されている地質断面図の位置はいずれも東は牟婁層群

を不整合におおう熊野層群の露出する田並(田ノ崎)に

はじまり西は和深に至る(第1図参照).

この間の主要構造は以上の三論文によればナゴ島

あざしわぷか

背斜(江田向斜を含む)･安指向斜および和深背斜であ

るが構造的ならびに層序的に相当の見解の相違が認め

られる.

田子ノ浦～赤瀬間の海蝕台に好露出をするいわゆる

“サラシ首層"については前述の諸論文で牟婁層群に

属することについては変りたいが原田･徳岡･松本

(1963)によれば中平見の富山トンネル周辺に好露出

する礫岩層(筆者らの富山礫岩)を請川ムロ層の基底礫

岩と考えているので“サラシ首層"は請川ムロ層と四村

川ムロ層の両層に含まれることになり水野･今井(19

64)の｢田並｣図幅によれば牟婁層群を最下部層･下

部層･中部層･上部層および最上部層に区分した場合の

中部層および上部層に相当しまた紀州四万十帯団体研

究グルｰプ(1969)によれば本地域の牟婁層群を下部層

中部層および上部層に区分しているのでその上部層

(請川ムロ層)にあたる地層になる.さらに同団研

グルｰプ(1973)の積しい層序区分によれば紀州牟婁

帯の牟婁層群をa～h層に分けているが本地域を含む

東南部海岸地域にはa･d･e層(四村川ムロ層)お

よびf･9層(請川ムロ層)が分布しているので“サラ

シ首層"はそのf･9層に相当する(第2図参照).

甲藤･増田および左向は既に指適しているように

“サラシ首層"は牟婁層群に属する地層ではなくいわゆ

る熊野層群の一部に対比される地層であると考え“サ

ラシ首層"を含む地層群を田子層と新称した.�
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第2図紀州四万十帯団体研究グルｰブ(1973)による田並～和探聞の

地質図(a･d･eは四村川ムロ層f･9は請川ムロ層

kは熊野層群)アミ地の部分は甲藤･増田･左向カ埠婁層

群より識別した中新統の田子層

■.新称の“田子層"について

分布

牟婁層群から識別した田子層は第3図に示すように

周辺を断層及び不整合で牟婁層群と接して分布する.

まずこれらの境界について簡単に説明しておこう.
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海岸線では田子層は麗述のように田子ノ浦から赤

瀬にかけて分布するいわゆる“サラシ首層"で特徴づ

けられる地層であるが紀州四万十帯団体研究グル]プ

(1969)によれば田子ノ浦モｰテルの南側の海蝕台に

露出する“サラシ首層"は下位の地層と整合で一部は

下位をけずりこむとしている.しかし田子層と牟婁層

群の境界は田子層の東側を南北方向から北北東一南南

西に走る比較的高角度で北西に傾斜する田子ノ浦断層に

よって限られている.なおこの断層は田子層分布地

域の北東部を限る走向北酉一南東･傾斜南西45｡内外の

断層を切っている.

海岸線の西方地点での閏子層と牟婁層群との境界は

同団研グル』プの田子西方の断層とその位置はほぼ一致

するが筆者らの赤瀬断層の走向は前者と異粗り内陸

部では田子層分布地域を2分するように南西一北東方

向に走り北酉に50｡内外で傾斜する逆断層である.ま

た内陸部で岡子層分布地域の西側を限る不整合線は

第3図のように連続している.

目ヨ子層の北側は走向北80｡東･4ポ内外北便斜の逆断

層で牟婁層鮮と限られている.また重要なことは後

述するように田子層の分布地域内で牟婁層灘との不整

合が観察されることであって写真3は第3図の①地点

であり田子浄水場のすぐ近くの道路わきの露頭である.

層序･岩相

田子層の分布地域は大きくみれば既述の断層によ
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って西北地区と南東地区に分けられる.

西北地区の①地点では榴曲した牟婁層群の砂岩泥岩

互層を田子層基底の含礫砂質泥岩が不整合におおって

いる.筆者らはこの不整合関係を田子不整合とよぶ.

この含礫砂質泥岩は一般に厚く爽在する泥岩を含め

厚さ50m内外に達しており礫には円礫～亜円礫の頁

岩および砂岩が特に多くまた珪質岩や火成岩礫などが

ある.礫の長径は一般に5c㎜以下であるが稀に20

Cm内外のものもある.この厚い含礫砂質泥岩の上位

には厚さ5m内外の砂岩層がのりさらにその上位に

は各単層の厚さ2～7cm一内外のよく成層した砂岩泥岩互

層乃至泥岩勝ち互層が厚さ約80m以上にわたって発達

している.これらの田子層は既述の田子浄水場付近

から高森(標高238m)にかけての南紀総合K.K.に

よる串本海洋休暇村(宅地分譲地)の道路切割によく露

出している.

次に南東地区の岡子層は既述のように田子ノ浦から

赤瀬に至る海岸線によく露出する粗粒物質の卓越した地

層群がその主要な岩相であって層厚は500m以上に達

しさらにその上位は次第に泥岩乃至砂岩泥岩互層に

移化しているのが内陸部で観察される.この互層には

稀に層間櫓曲が認められる(第3図②地点写真4).

上記海岸地帯の岩相は既述の諸論文によって詳述さ

れているように(特に紀州四万十帯団体研究グルｰプ

1969の1,000分の1精査図参照)いわゆる“サラシ首

層"によって特徴づけられている.この特異な岩相が

よく発達しているのは閏子ノ浦モｰテルから中平見の

富山トンネルにかけておよび中平見から赤瀬にかけて

の海蝕台である.その間の當山トンネル付近にはい

わゆる“サラシ首層"と岩相を異にする富山礫岩があ

る.

“サラシ首層"といわれるのは既述のように含角礫泥

岩のことであって角礫には大小不規則柱形状の砂岩･

礫岩が圧倒的に多くその供給源は殆んど基盤の牟婁層

群からと推定される.“サラシ首層"のなかには角礫

の他に往々泥灰岩礫や泥岩礫を含みまた再食された円

礫を多数含むところがある.

この海岸地帯のいわゆる“サラシ首層"は含まれる角

礫の大小によって富山礫岩以東田子ノ浦断層までの約

350m間のナラシ首層に対し富山礫岩以西赤瀬断層ま

での約1,200m間は小サラシ首層(一部サラシ首層)と

呼ばれている.(紀州四万十帯団体研究グルｰプ1969).

富山礫岩は層厚15m以上で角礫～亜円礫の密集した

礫岩層が主で厚さ50cm内外の砂岩層や含礫泥岩層あ

るいは含礫砂岩層をはさんでいる.礫は一般に大磯～

小磯が多いが下部には長径100cm内外の巨礫カミ著し

い.礫には砂岩および礫岩が圧倒的に多くまた前

述の団研グルｰプ(1969)によって多くのオｰソコｰ

ツァイト礫が報告されている.

この礫岩層にはさまれる数層準の砂岩層からは一般

に層状に配列する浅海型の生痕化石(写真5)が多数観

察される.また礫岩層下部に比較的多い泥灰岩の巨礫

からはしばしば穿孔貝のL励ψ加gαsp.が得られる

(写真6).この富山礫岩と下位(東側)のサラシ首層

の間には時間的間隙カミ予測されこの不整合は田子層

分布地の西北地区で述べた田子不整合に対応する可能性

が強い.この富山礫岩以東回子ノ浦断層までに露出す

る“サラシ首層"には③6Zα〃ηαsp･をもつ泥岩礫

を多く含んでおり田子ノ浦断層以東の牟婁層鮮を不整

合におおう地層であることは疑いないが富山礫岩以西

のいわゆる“小サラシ首層"よりは構造的により複雑な

運動をうけておりいわゆる熊野層離基底部に対比され

る可能性もある.

写真3因子層(T)と牟婁層群(M)の不整合

写真4閏子層の層間摺曲�
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写真5富山礫岩の砂岩層中の生痕化石

さまれた泥質砂岩から下記の員化石を産する(写真7).

ただし現在は確証がないのでいまのところは閏子層基

底部に含めておき今後の研究に譲る.

構造

田子層の構造は大局的に向斜状構造を呈するがその

分布地域の中央部を南西一北東方向に走る赤瀬断層をは

さんで北西地区では走向北東一南西で南東方向に

10｡～30｡で傾斜しまた南東地区では走向北東一南西

で北酉方向に30｡内外で傾斜している.

化石

因子層の主要化石は田子崎から産する(第3図③

地点).

この半島状の海蝕台には基部および南半部にいわゆ

る“小サラシ首層"が分布し同“小サラシ首層"には

田子崎産化石

W〃｡〃ZαηαSp.

8〃｡θ伽｡f.伽ゴ伽ぬ(ARAKI)*

0ブ〃∬"蛇Zκ旭∫sp.

Cακ"物sp.

y伽6〃6舳必α(0y6Zooαη泓α)cf.5'ogα刎3刎あN0MURA*

17;θη6rあακ∂ゴαsP.

“Cακ♂乞〃〃〆～sp.

CαZZゐ之αsp.

“7｢αカ6∫冷sp.

工)o∫ゴれゴαSp.

8oZ碗Z伽αsP｡

〃ωo刎αo幽閉(Y0KoYム皿A)*(写真8)

〃;αω刎αcf｡左湖畑刎ゐ(Y0K0Y畑A)

〃切00刎αsp.

助ゐ〃ZαSP.

Cαブ=yooorあ〃Zαsp.

1?"犯｡物ツα?sp.

丁加α6"cf.〃広03αoθ刎ケ5N0MU趾

P3π抄Zo〃7αsp､

肋㎏oκ〃あ｡いy伽αg滅伽伽3ゐA趾KI(写真9)

*……普通に産するもの

写真6官山礫岩(国子層)の基底部

員化石は上述のほぼ一定の層準に多いがまたその上

下の含角礫泥岩にも散点的に含まれている.貝化石に

は二枚貝類が圧倒的に多く巻貝は稀である.二枚貝化

石は両殻が揃っているものは少なく多くのものは左右

の殻が離れているが破片に狂っているものは少ない.

一般に層理面に対して二枚貝の凸面を上にして配列して

いるものが多い.ただし"と60伽には両殻をとして

いるのが多い.増田博士の鑑定によるとこれらの貝

化石は中新世前期を示すものである.

以上の諸事実から田子層は牟婁層群に含められる地

写真7

因子崎のいわゆる“小サラシ首層“と手前は貝化石を産する泥質砂岩

(いずれも目子層)�
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層ではなく中新世前期に属する地層であることは明ら

かである.

従ってこれを対比すべき熊野層樺の再検討に移る.

皿.熊野層群の再検討

南紀に広く分布するいわゆる牟婁層群は紀伊半島東

側では中新統の熊野(宮井)層群によって不整合に被

われていることが古くから知られている.

本地域(第3図)に分布するいわゆる熊野層群は田

ノ崎から串本にかけて分布しており｢閏並｣図幅(水

野･今井1964)および｢串本｣図幅(広川･水野

1965)によれば下位より熊野層灘下部の小口累層に属

する下里砂岩漁泥岩層および敷屋淡泥岩層に分けられて

いる.

下里および敷屋両層の境界は｢串本｣図幅によれば

岩相の類似から高富付近で人為的にひかれている.

然し模式地の敷屋が本地域と非常に離れしかも岩

相をやや異にすることやまた比較的近距離にある下里

の地質についても重要な問題がまだ未解決に在ってい

るように予測されるので(甲藤は地質調査所在任中の昭和

23年頃妙法鉱山や熊野炭田調査の機会を利用してこれらの地

域を巡検する機会があった)甲藤･増田および左向は本

地域の熊野層群を再検討した結果今後の無用の混乱を

さけるため本地域の熊野層群を下位より田並層および

植松層に分けた.

田並層および植松層の境界は海岸線では須賀ノ浜北

方約400㎜の上浦魚港を通る北東一南西方向の断層で接

している.両層は後述の理由により不整合関係と推定

される.

田並癩

閏ノ崎における牟婁層群と熊野層群の不整合について

は水野･今井(!964)が精しく述べているがこの田

ノ崎西海岸における観察によると田並層はスランプし

た牟婁層群を見掛上不整合におおい厚さ30cm内外の

基底礫岩からはじまる(第3図④地点).基底礫岩の

礫は基質の泥岩中にまばらに散在し礫の大きさは主に

直径3c皿内外の円礫でチャｰト･砂岩および火成岩

礫たどがある.基底礫岩の上位には砂岩勝ちの互層が

つづく.なおこの基底礫岩の露出地点より約300m

北方の牟婁層群に属する石灰岩からは下記の貝化石を

得た.

Mo3タ01〃5SP.

Cα肱3切｡f.ん伽洲ωα{(NA眺｡)

Co刎砺｡06Zθcf.〃∫κ切(C0NRAD)

“A物6泌α～～sP.

因ノ崎～上浦に分布する田並層は層厚1,500m内外

で泥質岩を主とするがしぱしば薄い砂岩をはさみまた

砂岩泥岩互層のよく発達する層準も多v･.また中位か

ら上位にかけて凝灰岩をしばしば挾むようになる.凝

灰質岩には堆積構造のよく発達することが多い.

構造は一般におだやかで走向は一般に北東一南西で

南東に20｡～30｡でゆるく傾斜している.

化石は円ノ崎の不整合の約20m上位の砂岩泥岩互層

中から下記の多くの貝化石が得られた.

写真8

閏子層産(岡子崎)の〃〃｡刎ωψ伽ω

�かす����

写真9

田子層産(田子崎)の肋Zgor〃伽Cf.

γα舳幼ゐ〃伽曲ARムKI×1.5�
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田ノ崎産貝化石

A6去Zαcf｡伽〃yα伽∫兆(N且GAo)*

■46主Zαn1sp.*

Po〃Z伽"αωα広伽あ(KANE肌趾)*

!吻α60〃2αsP.

7｢〃げ主κZZαSP.

五〃功かαcf.伽ん加α伽5ゐ(NムGAo)*

肋r加助秘3cf.ん｡ろ6肋6れ血∫(MATsUI)

λ伽ゴ∫炉｡Z砂ゴ3cf一泓抄κ(TAKEDA)

17〃狛｡ブαブタαsp.

*……普通に産するもの

また同地点から既に左向によって採集されていた下

記の化石は小林貞一博士によって次のように鑑定され

ている(写真10).

A肋〃αcf｡刎加｡θ刎ゐ(K0BAYAsHI)

また田並の東側海岸からは

8oZ3㎜〃｡f.ろ050伽αH蛆AIandKoIKE

また有田の西側の海岸からは

｡r｡伽抄かατ｡〃伽α(Yo.o｡ムM且)を得た.

植松層

植松層は海岸線では上浦の魚港を通る断層で田並層

と接しそれ以南に分布している.

上浦から須賀ノ浜にかけては干潮時にしか地層はよ

く露出し鮎･が泥岩～砂質泥岩を主としまた石灰岩

をはさみ貝類化石のほか有孔虫･コケ虫･ウニ･サ

メの窟校とを多く産する.特に最近本地点からz砂ム

306ツ6伽αゴ砂｡物主6α,"og抄∫加αsp｡などが報告され注

目されるようになってきた(左向1972:西村･三宅

���

須賀ノ浜からは次の員化石が鑑定される.

須賀ノ浜産貝化宿

0〃ωZZ〃α如yα刎α8物3ゐTsmム

C肋α刎y3c£7ぬ肋4α6TsUDム

PZ伽ψθ6肋｡fηo刎鮒αクMムsUDA

Lゴ〃Zα去〃Zαn,sp.

8oZαηκπsp.

Aη9〃Z〃∫SP.

1ゼエαrsP.

jDタ｡3oグ"sp.

M0η0∂0η`αn.SP､

“0ツガ閉伽～2n.sp.

P∫θ〃6o¢グゴηゴαn.sp.

0oη〃5sP.

つぎに陸繋島と狙っている潮岬基部(片輪)および

大島などには本属に属すると思われる地層カミ散在してい

るが須賀ノ浜との間には断層が推定され両地域の連

続関係カミよく解ら狂いためこれらを含む植松層の正確

な層序については次の機会に譲る.

片輪の海岸に分布する本属は砂岩･礫岩を主として

おりまた泥岩を伴っている.地層は火成岩類との

接触によって一般に甚しく擾乱している.

大島には泥岩および厚い砂岩が露出するが戸島崎付

近の厚い砂岩(一部礫岩)からは次の員化石を産する

(第3図⑥地点).

戸島崎産貝化石

“A是6ろ北｡加0んα～ξSp.

0α加ZZ伽灸刎刎｡召刎ゐY0K0YA凪

以上の田並層および植松層産の貝化石を検討すると

田並層産のものはほぼ従来のいわゆる､槻内一

浅見化石動物群"に属するもので古第三紀と考

えられるが植松層産のものは中新世前期(増

田1973)に属する.したがって田並一植

松両層間には欠きた時代のギャップが考えられ

る.

IV.ゲテモノ化石からみた南紀と四国

ナニがナンだかよく解らないような所属不明

の化石などを総称してプロブレマチガ(P工｡b1-

ematiCa)というが“ゲテモノ"というのはそ

れらの愛称である.

この愛称はかってザ･ピｰナツがブラウン

管を賑やかしはじめた頃だったと記憶するが

私の師事する東北大学名誉教授(現斎藤報恩

会自然史博物館館長)の畑井小虎先生が冗談

に好んでよく使われた言葉であった,

写真10国益層産(国ノ崎)のλ肋ブ畑｡f.榊伽03η曲Ko眺YAs肌x1,5�
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写真11いわゆる熊野層灘下垂層産(古座町)の8泌｡伽∫〃肋｡加KATT0x2

この分野のパイオニアである畑井先生のお蔭でその

後筆者はすっかりゲテモノ化石のとりこになってしまっ

たのであるがそのどこかにはこの言葉のもつ魅力に多

分にひかれたのかもしれない.プロブレマチガの名が

消え去ることはないが学界のこの方面の研究が進むに

つれて生痕化石(Tracefossi1s)と呼ばれる化石がそ

の大部分をしめるようになってきておりいわゆる古生

痕学(Pa1eoichno1ogy)は急速に進歩してきている.

これらのゲテモノ化石についてはすでに本誌231号

(1973.1!)に書いたので重複を避けるため早速南紀産

の珍しい代表選手を紹介することにしよう.

写真11は8α是｡伽リ〃肋加Kattoと名づけた糞化石

である.また写真12はK伽θ㎜〃∬α脇ヅα伽{8Katto

と名づけた環虫類の体化石である.

いずれもいわゆる熊野層群産であり採集者の左向幸

雄氏並びに産地を記念して命名したのである.

前者は古座町田原字荒船産でありゴマつぶ大の細

長い卵型の糞がぎっしり詰って紐状に配列しているの

であり糞の方向は紐状の方向に対して長軸がやや斜

になっている.これは恐らくある種の環虫類がいわ

ゆる巣穴をつくって捕食し在がら移動してゆくトンネル

方向に排泄した糞が腸詰状になったものであろう.

後者は串本町の海中公園のある錆浦産で多少変形

しているがもともとは細長い円筒形の多毛類であり

それらが折重なって露われている.

その一番明瞭に見えるのは長さ約10cmにわたる部

分が強く湾曲しており直径は7～13皿mでまたはっ

きりした環節が長さ5mm間に4ケの書11合で発達してお

りその側脚部がつき出しているのが特徴的である.

これまで知られている多毛類化石の体化石やはい跡化

石とは形態が異なるので新属新種としてデビユ]する

ことになった.

これらの他に管状･棒状･螺線状匁どの構造をもつ

ゲテモノ化石が本地域の熊野層群から多産するのであ

る.これらについては別紙(甲藤1974･1975･1976)

に記載してあるがその主なものについて形状･地層

および産地を付記すると次の通りである.

86αZ〃ゴ切ろα是加物血∫KATT0

環状リッジをもつ円筒状田並層串本町高富

8αろ伽閉｡o脇ε∫ωα加〃刎〃伽ぬK且TTo

球状閏並層串本町高富

HαZ伽8ゐSp.海草(状)閏並層串本町高富

P∫刎ゐ6〃ω伽α〃ααブα〃舳刎ゐKATTo

螺線状いわゆる“下里層"古座町荒船

αoηみ加∫sp.枝状田並層串本町東面

ルψ鵬肋ろθいわゆる“下里層"古座町荒船

写真12岡並層(錆浦)産のK伽卯閉榊5励伽ブ倣榊ゐKATT0x1�
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ταωα伽肋ろ6いわゆる“下里層"古座町荒船

肪是〃｡刎"oゐ棒状田並層串本町高當

つぎに試みに日本の新生界から報告されている海棲

の環虫類を整理してみると次のようになる(trai1はは

い跡excretaは糞tubeは管bodyは体化石).

南紀産

8α尾｡伽∫W肋加K〃工｡,1974.excreta(既述)

Kくyケα尾あθ物5ゐKムTT0.1974三tube

いわゆる“下里層"古座町荒船

K伽κ刎伽∫αろ加閉6刎ク3KATT0.1976,body(既述)

四国産(地質ニュｰスNo.231参照)

T08αZoブろ去∫んα物湖ω〃KATTo,1960.body

室戸半島層群(室戸層)

71o∫αZoブろ売方θ6秘〃α〃∫KムTT0.1960.body

室戸半島層群(室戸層)

T6花ろθZ伽α∫ん扱｡肋肋血∫KATT0.1960.tube

室戸半島層群(奈半利川層)

Nぴ由燃τ03伽郷ゐKATm,1960.body

室戸半島層群(室戸層)

｣M㎝励ω刎〃｡工｡肋∫ゐKATT0.1960.body

室戸半島層群(室戸層)

71o∫αみθZ〃〃〃左ゐ636〃7ηα¢αKATTo,1960.excreta

室戸半島層群(奈半利川層)

附･･α伽･…ε倣九αK･…,1964.…三…

室戸半島層群(奈半利川層)

H6伽加砺｡φ∫タ“oyo伽∫ゐK蛆T0.1964,excreta

室戸半島層灘(奈半利川層)

����楮�數捲整態�����數捲整愀

室戸半島層群(室戸層)

N舳励ω刎鮒α06郷出刎去∫桃如刎ゐKATTo,1964.trai1

宿毛層群(三崎層)

N伽尾ω伽是･･肋刎ム皿…,1964.t｡｡i1

宿毛層群(三崎層)

7め｡刎閉伽∫加伽｡〃柁刎3ゐKATT0.1964.excreta

室戸半島層群(奈半利帽)

λ脇舳加･肋舳･〃閉∫あ肌m,1964.｡x｡｡｡t｡

室戸半島層群(奈半利11層)

肋Zαη･gZ･･∫伽一肚･･x…t･皿…,1960.｡x｡｡｡t｡

宿毛層群(三崎層)

その他の地域

T03αZorろあ加肋タH畑ムIandK0TAKA,1961.body

田辺層群(和歌山県)

8伽ろ｡犯幽｡Zα伽加9αωα壬HATAIanaMAsUDム,1973.body

鮮新統(宮城県)

乃陀ろ6Z脇α尾α肋タHATAIandSAIT0.19621tube

中新統(長野県)

Dかψα刎カ肌α続刎ゐHATAI,N0DAandOGAsAwムRA,

1973･tube中新統(宮崎県)

ηろ荻｡加ヵゐθ郷あHATAI,K0TAKAandNoDA,1973.excreta

鮮新統(宮城県)

筆者は牟婁層灘というのは四国の室戸半島層群相

当層であると考えているのでその上にくる四国の宿毛

層灘或いは南紀のいわゆる熊野層鮮にかけての南海道

地域はまさに始新世から中新世にわたるわが愛すべき

日本のゲテモノ族のパラダイスだったと言えそうである.

V.まとめとある展望

現在研究を継続中でありまだまとめられる段階に

はないがすでに甲藤･増田及び左向がこれまでに指摘

した重要枚諸点は次の通りである.

1いわゆる“サラシ首層"で特徴づけられる四万十地

向斜最末期の堆積物(wi1df1ysch)と考えられてい

た牟婁層群上部層はいわゆる熊野(宮井)層群に

含まれる中新統の一部に対比される地層であり田

子層と命名した.

2閏子層に属する田子崎産の貝化石は腕662παcf.

仰加刎ゐ(ARAKI),Wθ舳枕伽疵αcf.8{ogα刎6η必

N0MURA,Mα60刎αψ¢加α(Y0K0Y蛆ム),〃;α60刎α

c£{湖ブ㈱{∫(Y0K0YA肚)底とで代表されるので

田子層の地質時代は中新世前期であり後述の植松

層に対比される.

3田ノ崎から串本にわたって分布する従来の熊野層群

は下位より田並層および植松層に分けられ両者

は不整合関係である.

4田並層産の員化石は8oZ舳ツαcf.み050α伽HATムI

andKoIKE,Po材Zαη砺｡lωα肋∫θ{(KANE亘A趾),

0花6¢o功かαωαゐ伽1(Y0K0Yム岨),肋〃ηg〃8c£

ん｡ろ6椀θηぬ(MATsUエ)などで代表されるので田

並層の地質時代は漸新世に属する.

5植松層から得られた貝化石によれば植松層は中新

世前期に属し須賀ノ浜産の化石は0眈〃ααな｡一

ツω刎αθηぬTsUDA,C別α刎ツ∫cf.〃3〃ゐθTsUDA,

PZα6砂66物｡f･ηo伽ブ〃MAsUDAその他浅い暖

海棲のもので代表される.また須賀ノ浜より上位

にある大島産の化石は“A脇660肌んω"sp.,0〃伽ZZω

{z舳06η∫ゐY0KoYA肚などで代表される.

6新称の田子層およびいわゆる熊野層群の基盤を杜す

本地域の牟婁層群の地質時代は田ノ崎から得た員

化石によれば恐らく漸新世に属すると考えられる.

また筆者は以上の調査を通してこれまではっきり�



一33一

しなかった四国の室戸半島層群の上限は漸新世と考える

ようになった.従って室戸半島層灘の地質時代は始新

世から漸新世にわたる地層群であると考えるのでここ

に付記しておきたい.

今後の問題点としては牟婁層群と熊野層群の層位関

係並びにいわゆる熊野層群の再検討に重点をおいて研究

したいと考えている.

最後に話題の黒潮古陸について一言ふれておきたい.

紀州四万十帯団体研究グルｰプの画く黒潮古陸(1970)

はきわめて具体的な様相をおびてきた(立石1973･

徳岡1975).しかも同団体研究グノレｰプによる黒潮古

陸論は仮説であるとしなからも一方ではわれわれに

強引にその同意を迫っているように思われる.

即ちかって四万十地向斜の南側に存在した黒潮古陸

の幅は少匁くとも現在の日本列島の規模であり従っ

て黒潮古陸は現在の西南目本海溝(南海トラフ)を越え

てさらに南まで拡がっていたと推定している.

この黒潮古陸に露出していた岩石は普通の堆積岩や

西南目本内帯でみられるよう淀流紋岩や花こう岩などの

ほかに特に特徴的な岩石としては先カンブリア紀末の

全世界的に進行した準平原化作用と乾燥気候下の大陸

的環境のもとで形成されたオｰソコｰツァイトを推定し

ているのであるからこの黒潮古陸には多種多様の岩石

が分布していたことになる.

黒潮古陸推定の大きな根拠は言うまでもなく南紀

の地層群から発見されるオｰソコｰツァイトの礫と南

方からの供絵の流れの方向を示すソｰルマｰクによっ

ている.これらについてここで詳しく紹介する余白

はないがこのような黒潮古陸に対する表だった否定論

はまだあらわれていない.ただ山下界(1973)が遠慮

がちに疑問を投じているのは要するにオｰソコｰツァ

イト礫の起源を一方的に黒潮古陸に求めるには無理があ

るので飛弾～手取層地域に求めるのが尋常ではあるま

いかということらしい.

筆者は従来の日本の古地理に関係する諸問題ときり

はなすことのでき放いまだ証拠不充分なこのような論

争にまきこまれたくは狂いがこれに関係する筆者枚り

のこれまでの考え方を述べさせて頂く.ただしそれが

黒潮古陸の否定につたがるのはいうまでもない.

筆者自身は南方にある種の島列の存在を信じいわ

ゆる地向斜の概念から四万十地向斜の南側に点々と

連続するような島列(大部分が暗礁であるかもしれない)

を考え古南海道島列と名づけた(甲藤ら1967).

恐らくその主軸はいわゆる潮岬一大隅線(野沢1975)

に平行するものであってそれほど遠い沖合ではあるま

いと推定している.それにしても潮岬火成複合岩体は

イミありげな存在である.

さて牟婁層群相当層は四国では室戸半島層群(足摺

方面では清水層群)と呼ばれるが結晶片岩礫やオｰソ

コｰツァイト礫も含まれている.後者の礫は黒潮古

陸が話題になってから気づいたことであるが四国四万

十帯南半部をしめる上述の古第三系に含まれる片岩礫

の供給源については北方の三波川系からと考えた(甲

藤1961).その後ソｰルマｰクとからんで二転三転

したことはあるが結局同供給源についてはもとの考え

におちついている(甲藤1969).古流系は多様な海

底地形にもよるので決定的な要素ではなさそうである･

ところで同団研グノレｰプによると黒潮古陸の消滅を

中新世の田辺層鮮や熊野層群前であるとしているがか

れらのいう規模の黒潮古陸の“沈没"を単に沈下でわ

りきるつもりなのであろうか.或いはさらに横への移

動を考えるとしてもいずれの場合でもそれは大変なこ

とたのである.

このような根本的問題をも秘めた黒潮古陸の出現に対

し強い批判やこれをめぐる是非論カミ殆んど起らないよ

うでは日本地質学界沈没につながりかねないと私には

思われるのだが……｡

さて筆者は前述の四国四万十帯全般にふくまれる結

晶片岩礫の調査(高知県3地点愛媛県1地点および九

州2地点)から少なくとも新白亜紀の頃には三波川

系はまだ地上に露出しておらず白亜紀後一始新世前に

露出するようになったと述べている(甲藤1961).

このことは問題のオｰソコｰツァイト礫の供給ルｰ

トを考察する上できわめて重要狂問題につながるよう

である.というのはそれまでの多くの学者の支持す

る見解としては新白亜紀の頃には大観すれば既に現

在の基盤配置を在し三波川系の山地が露出していたと

いう考え方であった.

余談であるが前述の筆者の調査結果(1961)は矢

部先生の日本地質学会75周年記念講演(1969)で引用し

て頂く光栄に浴したが後目同印刷物が加藤と誤植に狂

っているのに気付いたのでこの機会に一言ふれておき

たい.

さてオｰソコｰツァイトの礫は四万十帯以北から

発見される可能性も大きいのでやはり主要な供給源と

しては飛弾一手取層地域に求めて古地理を追究するのが

最も妥当な考え方ではあるまいか.本地域への供給ル

ｰトとしては現在の紀伊半島の西側よりも東側の方カミ

有力放のであろう.

可育自性としてはいわゆる黒瀬川構造帯も考えられる�
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がもしれ狂いが供給源としては前者がより具体性カミあ

るように思われる.従ってもし牟婁帯のオｰソコ』

ツァイト礫が再食礫でないとするなら筆者らが識別し

た中新統の田子層基底(富山礫岩)からは麗に紀州四

万十帯団体研究ブルｰプ(1969)によって多くのオｰソ

コｰツァイト礫の存在が報告されている反面既知の紀

伊半島の中新統(田辺層灘やいわゆる熊野層群)からは

オｰソコｰツァイト礫がきわめてまれであるという調査

結果(徳岡1967)と矛盾するのではあるまいか.ある

いは調査精度に問題があるのであろうか.

しからば筆者のいう古南海道島列の具体的放姿をど

う説明するのかという疑問に対しては例えばスマトラ

･ジャバの印度洋側の小島列やアリュｰシャンの南側の

小島列に似た古地理を画いているのである.さらに本

研究の今後の発展をはかるとともにまだ公表できる段

階にはないが足摺半島の清水層群(始新統)から多量

に発見される比較的保存のよい化石植物群や同地方の堆

積岩を主柱よりどころとして古南海道島列を復元して

みる以外に方法はなさそうだと思っている.あるいは

南海道地域のゲテモノ化石がモノをいうことになるかも

しれない.

謝辞に代えて一いまひとつの玉手箱一

本研究の動機をもたらした左向幸雄氏への謝辞に代え

てここに同氏を紹介しておきたい.

彼との出あいは麗に述べたが現在は筆者らとの共同

研究の一端をになっているのでここにはあえて左向青

年と呼ばせて頂く.

左向青年は現在東洋ベアリング系列工場の東洋潮岬

製作所で生産係長を務めている若い工員である.

彼は中学の頃から化石に非常な興味をもって串本

を中心に採集した数多くの化石は学問的に貴重な存在

である.この“左向:コレクション"と呼ぶにふさわし

い成果の蔭には彼の並大低で泣い努力と克已心と何に

も勝る研究意欲が感じられるのである.余談であるが

筆者の編集する土佐化石同好会誌｢四国の地質｣創刊号

(A5版23頁)を昨年5月にはじ｡めて世に出した.

たまたま第1号を飾ったのカミ私の地質調査所大阪出

張所時代の別所文吉大人による労作“江原真優先生･沢

田俊治先生小伝"であったためであろうか益富寿之助

さんの編集する｢地学研究｣第26巻(第4～6号)で紹

介されたのが縁と放ってその後各地から寄せられた手

紙から左向青年だけではなく世の中には化石や地質

に熱心な方々が随分局られるものだと感心している.

私にとっては初めて接する人達であるがこういう人

達はいわゆる山好きの地質屋の根を絶やさないでいる大

事な苗代をつとめている人達なのかもしれない.特に

戦後の地学教育近代化の反動でもあろうかいわゆる居

の地についていない地質屋が多くなりつつある現在特

にそのように感じられるのである.

ただこれまでいわゆる学界人カミとかくこのような人

達を利用することカミあっても彼らのために尽した例が

あまり粗いときくのが気がかりである.

益當さんのように地学教育に尽されている方は数少

ないようであるが筆者白身にとっては少なくとも左

向青年にとってのいま一つの玉手箱の行方を考えざるを

得荏いのである.ただし現在は彼のためにそっとし

てあげるのが一番よい時期がもしれ校い.

燃しやがて左向青年が家庭の人となりまた社会人

として重要な地位をしめることであろうから彼の宝で

ある“左向コレクション"の今後の充実を願うと共に

いつかそれカミ側えば地元にとって必要不可欠な自然史

博物館となって発展し地域社会に貢献されるよう校こ

とに放れば串本町のためにも彼のためにも一番よいこ

とではあるまいかと期待している.

読者諸賢に“左向コレクション"を紹介すると共に

その御支援をお願いする時のくるのが楽しみである.

たにはともあれ南紀の玉手箱の行方をおもう想いは

つきない.
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